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小学校スクールカウンセラーにおける行動コンサルテーションに関する
スキル獲得トレーニング
Skills training for behavioral consultation in elementary school counselors
S  
教師へのコンサルテーションはスクールカ
ウンセラーの職務の一つであるが，その理論的背景や定義
が曖昧であるという指摘もある（石原，2016）。学校でのコ
ンサルテーションにおける理論的背景はいくつかあるが，
中でも応用行動分析や行動療法などの行動理論を背景とし
ているものは行動コンサルテーションと呼ばれる（ e n 
 t ll，1990）。行動コンサルテーションを実施す
るには，それに関する知識や技術が必要とされるだけでな
く，コンサルティである教師の負担を減らす工夫も必要と
なる（小関，2015）。スクールカウンセラーは日頃より教職
員との関係を作っているため，学校や授業の文脈に合わせ
た介入方法を教師と一緒に考えやすい立場にあるといえる。
そこで本研究では，スクールカウンセラーを対象に行動コ
ンサルテーションに関するスキル獲得トレーニングを実施
し，実際のスクールカウンセラー活動場面における般化に
ついても検証することを目的とした。
：小学校に勤務しているスクールカウンセ
ラー２名。 ：2020年10月から11月にオ
ンラインにて実施した。トレーニングは1人7時間程度，２
日間から３日間で実施した。 ：（1）フェイスシー
ト。（2）行動コンサルテーションに関するスキルリスト（27
項目）。参加者がロールプレイ中に行動コンサルテーション
に必要な情報を聞き取ることを標的行動として生起数を評
価した。（3）行動コンサルテーションに関する知識テスト
（30問）。 ：事前にロールプレイ２回と知識テストを
実施した。トレーニングは，「講義」，「パフォーマンスフィー
ドバック」，「セルフモニタリングとフィードバック」を実
施し，それぞれ実施後にロールプレイを行った。事後にロー
ルプレイ１回と知識テストを実施した。トレーニング終了
後，スクールカウンセラー活動場面に関するアンケートと
行動コンサルテーションに関するスキルリストへの参加者
自身による自己チェックを行ってもらった。
：録画したロールプレイ場面の順番をランダムにし
て著者が視聴し，標的行動が生起した項目を算出した。ま
た，全てのロールプレイ場面である14場面のうちの５場面
（35 7 ）をランダムに抽出し，著者および臨床心理学の専
門家１名で観察者間一致率を算出した（平均85 2 ）。
： u による分析を実施した。 ：早稲
田大学倫理委員会「人を対象とする研究に関する倫理審査」
の承認後に研究を実施した。 
参加者の標的行動の生起率の変化を u e
に示した。２名ともロールプレイ場面での標的行動の生起
率が向上した。 u による分析では，事前よりもトレー
ニングにおいて生起率が増加したことを示す結果が有意傾
向で認められ（ u＝1，p 10），標的行動に対するトレー
ニングの効果を示したと考えられる。トレーニング終了後，
実際のスクールカウンセラー活動場面において行動コンサ
ルテーションを実施した回数は，３回（参加者１）と２回
（参加者２）であった。回ごとに行動コンサルテーションに
関するスキルリストに自己チェックをしてもらった結果，
相談内容によって生起率と項目にばらつきが見られた。ま
た，事後アンケートでは，限られた時間の中で一度に多く
の情報を得ることは難しいと述べられていた。コンサル
テーションはクライエントである児童の問題解決だけでな
く，コンサルティである教師の問題解決能力を高めるため
にも行われる（小林，2009）ため，実際のスクールカウン
セラー活動場面では，行動コンサルテーションに関するス
キルリストに沿って聞き取るだけでなく，聞き取りながら
問題行動について理解していくと同時に教師の状態やニー
ズを把握し，それに合わせて，より重要となる情報から得
ていく必要があると考えられる。
u e 標的行動（行動コンサルテーションに関するスキルリ
スト）の生起率の変化。 ：パフォーマンスフィードバッ
ク，S：セルフモニタリング， ：フィードバック。
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教職員の児童虐待対応に対する行動化モデルの検討
―　行動指標とエンパワーメントの分析　―
A behavioral model for teachers' responses to child abuse　
: analysis of behavioral indicators and empowerment
S  u
　新型コロナウイルスによる自宅生活の影響で児童虐待の
増加が益々懸念されている。2019年５月に文部科学省から
公表された「学校および教育委員会における児童虐待対応
の手引き」は，これまでの関係機関の連携不足などの教訓
を踏まえ，学校と関係機関の責務を具体的な行動レベルで
示している。本研究はこの手引きの認知が学校現場の児童
虐待対応を促すことにつながるのかを，手引きからリスト
アップした41行動指標について教育現場の実態を分析し検
討する。また，児童虐待対応を組織的に行う上で，自らが
その職場に働きかけることができると感じる教師エンパ
ワーメントの要因との関係性を明らかにすることを２つ目
の目的とする。
：調査は幅広い地域の実態を捉える
ため，インターネット調査会社が保有している参加者プー
ルの中から，現職の小中学校教職員を対象にオンライン調
査によって2020年10月に行われた。
：調査対象者300名は小中校および男女が同数
で，平均年齢は46 0歳，年齢構成は全国調査（文科省，2020）
の現況と近しいものとなった。職種は単回答に再構成し，管
理職が19名，ミドルリーダーが79名，担任が98名，教務主
任が51名，養護教諭が19名，その他の職種（支援員等）が
34名，S とSS の該当者はなく，回答者の地域は，２県
を除く45都道府県から構成されていた。
：文科省の手引きから行動指標41項目を
ピックアップし，取り組みたい程度 期待 と，実際に取
り組めている程度（実行）を６件法で回答を求めた。
： l n（1993） に よ るSel ‐
mp e ment  n e を日本語に翻訳した25の質問項
目（淵上，2005）を使用し５件法で回答を求めた。
　手引きの公表は181名（60 3％）が認知していた。分析の
結果，認知群の方が虐待対応力は有意に高かったが，実行
値との乖離（抵抗）の値に有意差が認められなかった。こ
のことから手引きの認知は対応力を高めることにはつなが
るが，実際に取組もうとする時の抵抗感の低減には影響し
ないことが推察される。
　 l n（1993）のエンパワーメント尺度を使用した調査
結果を因子分析 尤法でプロマックス回転 したところ，
l nの３因子と構成は異なる「柔軟性」因子（α 87），
「自己主張」因子（α 85），「挑戦性」因子（α 83）の３
つが採用された。児童虐待対応への影響を分析したところ，
エンパワーメントのなかでも「柔軟性」の影響が認められ
た。41行動指標を「予防的対応」「通告対応」「保護者対応」
「関係機関連携」「通告後の児童対応」の５段階の対応に分
け分析したところ，５つの対応段階すべてにおいて「柔軟
性」の影響が示されたことから，他職員の異なった意見や
批判も受容でき，気持ちの分かち合いがあり，立場に関係
のない平等性と仕事への満足感を持っている「柔軟性」が
虐待対応行動全体を促進させる要因であることが示された。
　また，情報を整理し方針を立てる役目である管理職の「柔
軟性」は，児童虐待対応の実行値と中等度の相関が認めら
れた。このことから実際に事案に直面した段階で，管理職
自身の柔軟性の高さが対応を促進させるということが想定
される。
　また，被虐の子どもと実際に対応する養護教諭と担任の
対応行動への抵抗（乖離値）は他の役割職種よりも高く，認
識は高く持っていても実行への抵抗感から抱え込みやすい
立場であることが示された。
　このような分析結果から組織的な児童虐待対応の行動化
には手引きの認知と個人の柔軟性要因，そして役割職種の
対応特性を認識することが求められる。
エンパワーメントの３因子を独立変数とした重回帰分析の結果 
期待値(β ) 実行値(β )
挑戦性 .05 .06
自己主張 -.13 * -.04
柔軟性 .52 ** .44 **
R2 .24 ** .20 **
adj-R2 .24 ** .20 **
*p<.05   ** p<.01  
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商業映画鑑賞による心理的柔軟性への影響
Effect of watching commercial movies on psychological flexibility 
 
【 日本では 精神的苦痛を感じても誰にも相談
しないまま放置する人が多く存在する（川上  2003；内田  
2008）。セルフ・メンタルヘルスケアができるものとして
今ではさまざまな心理療法に基づいたワークブックやアプ
リなどが開発されているが，専門知識のない人達が自分に
合ったケアアイテムにたどり着くのは難しい状況にある。
一方，海外では 身近にある商業映画を使ったセラピーの効
果を示す研究が増えつつある。日本では映画は第二次世界
大戦中から教育の現場で使われてきており，大量伝達性が
ある点や対象を現実に近い形で表現できる点 過去も未来
も現在として表現できる点（仁平・瀧澤，2016），実際に見
たり経験するのが困難なことを知ることができる点，わか
りやすい事例を提示しモデル化をはかることで学習への興
味や理解を促進できる点，学習者の多様な考えを誘発する
ことができる点，感情に強く喚起することができる点（小
林他，2014）などは教材としてのメリットとされるが，セ
ラピーに用いる場合にもメリットとなりうる。本研究は，こ
のような点を踏まえて，身近な商業映画鑑賞がセルフ・メ
ンタルヘルスケアに役立つかどうかを検証することを目的
とする。また本研究では，多くの研究から既にメンタルヘ
ルス問題に対する治療有効性が実証されている認知行動療
法（下山，2015）の中で， （アクト： ept n e 
n  mm tment e p ）の要素を映画鑑賞に取り入
れ，「商業映画鑑賞は心理的柔軟性を高くする」という対立
仮説をもとに，心理的柔軟性を測る尺度として，日本版
ept n e n  t n ue t nn e  ７項目版（以
下 Ⅱとする）を用いて，介入前後の得点の変化を検
証する。
：大学生及び大学院生42名（男性13名，女性
29名，平均年齢20 9歳，標準偏差5 7歳）。 ：
Ⅱ（嶋他，2013）で体験の回避を測定した。 ：1 　
映画素材：『イエスマン“ S”は人生のパスワード』を使
用し，字幕か日本語吹き替え版のどちらで観ても良いとし
た。2 　映画鑑賞＆教示あり群の介入用素材＝教示動画：
映画を観ることで の脱フュージョン，アクセプタンス
価値づけと同じような行程をたどれることを簡単に説明し
た。 ：統制群 映画鑑賞群，映画鑑賞＆教示あり群の
３群に分けた。統制群は１週間空けて，アンケートを２回
行った。映画鑑賞群と映画鑑賞＆教示あり群は，介入前に
アンケートを行い，映画鑑賞後から約１週間後に２回目の
アンケートを行った。 ：早稲田大学倫理委員会
「人を対象とする研究に関する倫理審査委員会」の承認を得
て実施された（承認番号：2020 210）。 ： S
を用いてベイズ分析を行った。
統制群，映画鑑賞群，映画鑑賞＆教示あり群
の３水準（被験者間要因），介入前，介入後の２水準（被験
者内要因）の２要因分散分析（混合計画）を行い，
Ⅱの得点を比較した結果，介入前・介入後の主効果
（ 0 24），介入の種類の主効果（ 0 59），交互作用
（ 0 14）のいずれも対立仮説は支持されなかった。
u e  各群の介入前・介入後の Ⅱ得点の変化
　だが映画を観た実験参加者の感想（自由記述）からは 両
群とも映画のメッセージを読み取り，自分に活かせる部分
があるかどうかを考えながら観た人が多いことがうかがえ
た。１本の映画を鑑賞するだけで心理的柔軟性が高まると
いう結果は得られなかったものの，影響が全くないともい
えない結果となった。態度変容に映画鑑賞の影響があった
と証明した研究（石川，1994）などを見ると，映画を観る
目的やターゲットとする問題が明確で，目的に合わせた映
画を複数選び長期間継続して観たり，グループセラピーと
して行ったという特徴がある。１対１のシネマセラピーの
事例（ u u  et l  2010）でも，クライエントは映画
鑑賞後にセラピストからフィードバックを受けたことで効
果が出たと考えられる。今後の研究では，目的や対象者の
属性などに応じてさまざまな方法を試すことで，シネマセ
ラピーの有効性が見出せる可能性がある。身近にある商業
映画をメンタルヘルスケアに活用することで，セラピーが
身近なものとなり，問題の深刻化を未然に防ぐことを期待
する。
